
 Digital Signage Consortium                                        
 

 

国際標準戦略部会 
 

のご紹介 

２０１８年４月１７日 
 

一般社団法人デジタルサイネージコンソーシアム 
国際標準戦略部会 



 Digital Signage Consortium                                        
 

DSCの組織と国際標準戦略部会の位置づけ 
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国際標準戦略部会 

デジタルサイネージ市場拡大を目標 に 
デジタルサイネージシステム の標準化の 
推進に関する取組 
・国内ガイドライン整備 
・海外での国際標準化＜ITU、W3C等＞ 
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• 標準化とは、製品の形や機能などを同じにすること 
• 標準化すると、製品がより安心・便利になり市場拡大！ 

国際標準化とは 

A社製 

B社製 

C社製 
製品毎に使い方が違う！ 

製品毎に使う部品が違う！ 

標準化 

標準化されていない製品 

A社製 

B社製 

C社製 

標準化された製品 

【標準化の例】 DVD 

同じように使える！ 

製品そのものが使いづらい 製品が使いやすい ⇒ 製品市場が拡大 

どの製品でも 
同じ部品が使える！ 

電池 
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• 総務省とデジタルサイネージコンソーシアムが連携、 
 国連の機関（ITU）へ標準化を積極的に提案 

国際標準化を牽引する日本 

基本的なサービスの機能や構成等     2012年6月 

災害時の運用等 2014年10月 

標準化時期 内容 

＜現在作業中＞一斉配信、スマホ連携等 2018年7月（予定） 
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現在推進中の国際標準化 
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デジタルサイネージ標準システム 
相互運用ガイドライン 

 
（2018年7月 ITUで標準化予定） 

 
インバウンドX災害情報提供に対応するため 
重要情報をシステム相互連携し届ける仕組み 
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本ガイドラインで実現するサービス 

情報提供者 

サイネージオーナー①（例：自治体） 

サイネージ 
配信事業者A 

サイネージ 
配信事業者C 

サイネージ 
配信事業者B 

サイネージ端末に接続 サイネージの情報が表示 

使用言語で表示 

日本語 

English 

災害情報等 地域に共益な情報の 
一斉配信 属性に応じた表示 

スマートフォン連携表示 

Wi-Fi等 

サイネージの情報をスマートフォンに簡単に連携 

タッチパネル 

ICカード 

サイネージオーナー、システムを跨ぎ一斉配信 

サイネージオーナー②（例：商業施設） 

サイネージオーナー③（例：交通機関） 
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もっと知りたい方は 
• デジタルサイネージコンソーシアムのWebサイトから入手できます 
• http://www.digital-signage.jp/ 
  または http://www.digital- 
      signage.jp/organization/strategy_meeting/ 
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